

































Aerial photogrammetric survey of the emerged erosional landforms along the Echizen coast, 




























断層の平均走向は N5 E゜で長さは 11ないし 12km，断層の東側に東翼が長く西翼が短い非対称背斜
を伴うことから東傾斜の逆断層である．福井港沖区間では，平均走向 N33 W゜，長さ約 10kmの北部
と N5 W゜，長さ 6km南部に細分され，左横ずれ成分と東側隆起の逆断層成分を併せ持つ断層，およ
び逆断層からなっている．越前海岸北部区間では断層の平均走向は N20 E゜，長さは約 25kmで，東
側上がりの断層・撓曲を主断層とし，その東側に変位量がより小さい西側上がりの逆断層を伴ってい




























































若狭湾に位置する舞鶴では，最低は 3月の -1.0cm（標高値），最高は 8月の 36cmと 37cm程あり（朝
岡ほか，1985），日々の潮位変動より季節変動の方が大きい．以上のような潮位変動および現在の波


























よび断面図（図 6～ 9，11）から，明瞭な波食棚状の平坦面が 2.9～ 3.7m，中でも 3.2～ 3.4m付近の
高さに多く認められた．また，保存状態の良い穿孔貝の巣穴の上限は，“01和布”付近では標高 3.15m，
“02和布”付近で 3.00m，“03和布”付近で 2.90mであり，ほぼ連続的にこの高さまで分布している．






した穿孔貝の巣穴の上限は小半島部では 4.12～ 4.85m，小半島の付け根付近の岩礁では 5.85mと，
4m台の平坦面と同程度ないしそれより高い位置まで，連続して観察できる．平坦面の形状が不明瞭
なことと合わせ，4m台の平坦面は，旧汀線を示す波食棚ではないと判断した．一方，島の北部（“05
















棚状の平坦面はあまり明瞭ではないが，標高 5.6～ 6.0mを示している（図 16，17）．穿孔貝の巣穴の




























図 10．“04 亀島”詳細地形図．地形図の範囲は図 3- ④参照．
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山本　博文・平井祐太朗
図 11．地形断面図．断面図の位置は，図 9，10 参照．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形
図 12．“05 亀島”南部詳細地形図．地形図の範囲は図 4- ⑤参照．
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山本　博文・平井祐太朗
図 13．“05 亀島”北部詳細地形図．地形図の範囲は図 4- ⑤参照．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形
図 14．地形断面図．断面図の位置は，図 12，13 参照．
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山本　博文・平井祐太朗
図 15．“07 佐武”詳細地形図．地形図の範囲は図 4- ⑦参照．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形
図 16．“08 玉川”詳細地形図．地形図の範囲は図 5- ⑩参照．
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山本　博文・平井祐太朗
図 17．地形断面図．断面図の位置は，図 15，16 参照．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形
図 18．“09 梅浦”詳細地形図．地形図の範囲は図 5- ⑪参照．
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山本　博文・平井祐太朗
図 19．“10 米ノ”詳細地形図．地形図の範囲は図 5- ⑫参照．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形








は 6.8～ 7.0m，鮎川地区では 6m程度，佐武地区では 5.3～ 5.4m，越前岬地区では 5.6～ 6.0m程度，





予定である．また亀島地区の 6.8～ 7.0mという n1旧汀線高度は北側の和布地区（3.2～ 3.5m），南側
の鮎川地区（6m程度）に比べ高く，今回の調査範囲の最高値を示している．亀島が高い旧汀線高度
を示している原因としては，その南の鮎川付近で認められるような西側隆起の副次的な断層（太田，
1973；杉山ほか，2013）が亀島の東側で活動したため，また福井港沖区間の断層が亀島近傍まで伸び
てきているため等の原因が考えられるが，これについては推測の域を出ない．
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空中写真測量から見た越前海岸の離水微地形
